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平成21年
新庁舎完成

村政施行50周年

平成13年
陸上自衛隊第12師団が

第12旅団に

平成10年
村のキャッチフレーズ

「四季元気あったか榛東」
決定

平成14年
編集委員会から
議会広報委員会へ

　

今
号
で
第
１
０
０
号
を
迎
え
た
「
し
ん
と
う
む
ら
議
会
だ
よ
り
」
は
、
25
年
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
議

会
活
動
状
況
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
読
み
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
紙
面

を
目
指
し
、
委
員
の
自
主
編
成
に
よ
り
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。
創
刊
号
か
ら
の
足
跡
を
追
い
ま
す
。

25
年
の
歩
み

創
刊
号 

平
成
９
年
７
月
31
日
発
行

創刊号は白黒。写真は、旧役場庁舎３
階の議場の様子。題字は、当時の石坂
恒雄議長の毛筆。

平成９年
（1997）

第11号
平成12年１月30日発行

２色刷りになる。

第36号
平成18年７月21日発行

表紙のみカラーになる。
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2009-7.17 第47号

６月定例会

定例を前に・条例・議案・補正・人事案件……………………２～３

陳情・臨時議会……………………………………………………………４

一般質問　５人が登壇………………………………………………５～８

研修レポート…………………………………………………………９

編集後記・議会日誌・私の「青春の時」…………10

優勝　第10区Ａチーム（打数265）

議長杯グラウンドゴルフ大会

第47号
平成21年７月17日発行

フルカラーになり、題字
は、当時の髙橋正議長の
毛筆でリニューアル。

平成12年
（2000）

平成18年
（2006）

平成21年
（2009）

創
刊
第

100
号
皆
さ
ま
に
感
謝

群馬県榛東村議会

2022.10.21
100号

しんとうむら

第46号からの議会だよりは
ホームページでご覧いただけます



3 No.100

しんとうむら

平成28年８月
しんとうちゃん

誕生

平成29年
議会広報委員会が
議会広報常任委員会へ

平成23年
榛東中学校校舎
改築工事

令和元年
村政施行60周年

榛東村議会 検索

しっかり手洗い　がんばるよ！
（南部こども園）

群馬県榛東村議会

2020.4.24
90号

第90号
令和２年４月24日発行

裏表紙にシリーズ掲載を
スタート。

TAKUMINO WAZA

第２回定例議会を傍聴された方は、延べ 43 名です。
傍聴受付は、複雑な手続は必要ありません。
役場３階のエレベーター前で住所・氏名を記入して入場してください。
詳しくは 榛東村議会事務局（☎0279-54-2211）までお問い合わせください。

傍聴された方は、延べ 43 名です。
な手続は必要ありません。

議会を傍聴しませんか！
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今までの議会だよりや会議録を議会ホームページで
見ることができます。 クリック

発
行
責
任
者

議
　
長
　
高
橋
　
　
正

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
栁
田
キ
ミ
子

副
委
員
長
　
松
岡
　
　
稔

委
　
員
　
善
養
寺
　
忠

委
　
員
　
南
　
　
千
晴

委
　
員
　
山
口
　
宗
一

委
　
員
　
小
山
　
久
利

　浅見　一彦さん
 　 (新井地区）

　「土を相手に生きることができたらいいな」28歳の
頃、東京のデパートで素晴らしい焼きものを見て、
そう思ったことがありました。しかし、自らの生活環
境では夢のまた夢。35歳の時、多くの夢を持ってい
た父が、夢に未練を残し急死しました。病院の待合
室で父のように死にたくない、楽しい人生だったと思
えるような最後にしたい、その気持ちが、忘れかけて
いた土への想いを呼び起こしてくれたのです。私が
陶器を作らなくても困る人はいない。しかし、土を型
にし、薪を作り、10ヶ月以上も窯と向き合いひたすら
火を燃やす。ただ、それだけでいいのです。
　５年前に癌を宣告された時、とても冷静な自分が
いました。何故か。それは父の死以来、生き方を変
えることなく自身に忠実に、果てることのない目的に
向かって生きてきた事が、癌や死の恐怖をなくし、納
得のできる25年の証明なのだと思いました。今は、
死 に 際 に 父 が 私
に気づかせてくれ
た事に感謝してい
ます。私にとって
土に向き合うこと
は、自分自身と対
峙しているという
ことなのです。

　
６
月
26
日
、
消
費
増
税
を
柱

と
す
る
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
関
連
法
案
が
衆
院
本
会
議

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
造
反
人

数
ば
か
り
が
報
道
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
切
な
こ
と
は
法
案
の
中

身
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
抱
き

ま
し
た
。

　
今
、
日
本
で
は
過
去
に
例
の

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
が

進
み
、
平
成
23
年
の
自
然
増
減

は
20
万
２
，７
６
５
人
の
マ
イ
ナ

ス
と
厚
労
省
の
統
計
で
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
出
生
率
の

母
数
と
な
る
女
性
の
数
が
減
少

し
て
い
く
た
め
、
出
生
率
が
横

ば
い
で
あ
っ
て
も
出
生
数
は
減

っ
て
い
き
ま
す
。

　
政
治
が
前
に
進
ま
な
け
れ

ば
、未
来
は
見
え
て
こ
な
い
。そ

れ
は
、国
も
地
方
も
同
じ
で
あ

る
と
、自
身
の
未
来
へ
の
責
任

を
重
く
感
じ
て
い
ま
す
。（
南
）

　萩原　　正さん
 　 (山子田地区）

　とにかく、手作りの布団はよく眠れます。
　手作り布団の良いところ

・とにかくふわふわ
・おねしょしても漏れない
・打ち返しができ、生地が替えられる
・あたたかい
・オーダーサイズで作れる
・汗を吸っても干せばふわふわ
・アレルギーの人にも良い
《ワンポイント》

・敷布団の場合は、糸の結んである方が上
・縫い目のない方が頭
・座布団の場合は、縫い目に手がかかる方が上
　最近は、軽くてあたたか
い布団を中心に手作りをし
ています。
　安眠、快眠のふとんを自
分で作ってみてはどうでしょ
うか。

（標語）

敷いて３年
　掛けて５年
　　ダニの防止に打ち返し

MINO WAZA

彦一彦さん
））

ききるこることがとができできたらたらいいいいな」な」2828歳歳のの
ートで素晴らしい焼きものを見て、
ありありましました。た。しかしかし、し、自ら自らの生の生活環活環

夢 35歳の時 多くの夢を持ってい

正正さん

団団はよはよく眠く眠れまれますす。
ろ

い
が替えられる

の証の証明な明なのだのだと思と思いまいましたした 今。今はは、
私
れ
い
てて
と
対
うう

い目に手がかかる方が上
たか

りをし

を自
でしょ

返しし

榛東村議会

第59～65号
シリーズ「匠の技」

南小吹奏楽コンサート南小吹奏楽コンサート��南小吹奏楽コンサート�

22年度一般会計・特別会計当初予算、質疑�
21年度補正予算・質疑・一般会計・特別会計�
条例改正・全員協議会�
請願・陳情・条例制定・発議�
臨時議会・議員表彰�
研修レポート�
一般質問　８人が登壇�
私の「青春の時代」・編集後記・議会日誌�

２～４�
５�
６�
７�
８�
９�

10～17�
18

３月定例議会�
�

と 　 き �

第50号
平成22年４月16日発行

表紙の前面に写真を採用。

裏表紙のシリーズを変更。

第１回定例議会を傍聴された方は、延べ 10 名でした。
傍聴受付は、複雑な手続は必要ありません。
役場３階のエレベーター前で住所・氏名を記入して入場してください。
詳しくは 榛東村議会事務局（☎0279-54-2211）までお問い合わせください。

傍聴された方は、延べ 10 名でした。
な手続は必要ありません。

議会を傍聴しませんか！
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クリック

発
行
責
任
者

議　

長　

髙
𣘺　
　

正

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

栁
田
キ
ミ
子

副
委
員
長　

清
水　

健
一

委　

員　

早
坂　
　

通

委　

員　

南　
　

千
晴

委　

員　

小
山　

久
利

委　

員　

柗
井　

保
夫

榛東村議会
榛東村議会　ホームページについて
　議会の会期日程や結果について、決定次第議会のホームページに掲載しております。 
また、議会のしくみや議会用語などについてもご案内していますので、ぜひご覧下さい。

　

２
月
14
日
、
15
日
の
大

雪
に
は
、
多
く
の
皆
様
が

被
害
を
受
け
ら
れ
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
１
ヶ
月
以

上
経
ち
、
春
風
に
誘
わ
れ

八
州
高
原
へ
行
っ
て
み
ま

し
た
。ま
だ
残
雪
も
深

く
、
ま
る
で
ス
キ
ー
場
へ

で
も
来
た
か
の
よ
う
な

銀
世
界
で
、
改
め
て
榛
東

村
上
位
部
で
の
自
然
の

厳
し
さ
、
雄
大
さ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
小
山　

久
利
）

しんとうむら議会だより

むらびと

上田 逸斗君
（３年）

上上上上上田田田田田田 逸
（３

うえだ

逸逸逸逸逸逸逸逸逸斗斗斗斗斗斗斗君逸
はやと わくざわ こうのべゆうきたな ゆうしゅんすけたな しゅんすけ

棚　 峻亮君
（３年）

わくざわ ゆうき

涌沢 悠樹君
（３年）

こうのべ ゆう

髙野辺 悠君
（２年）

　「匠の技」ご愛読ありがとうござ
いました。今回から新企画「発掘！
輝く村人」を掲載します。
　新企画に初めて登場するのは、
人命救助で渋川警察署長から緊
急通報謝礼を頂いた榛東中学校
の４人の生徒達です。

むらびと

「匠の技」ご愛読ありがとうござうが
いました。今回から新企画「発掘！
輝く村人」を掲載します

発掘！！

輝く村人

　

  

人
命
救
助
を
し
て

感
じ
た
こ
と
は

　
　
　
あ
り
ま
す
か
？　

上
田
君
…
色
々
の
所
を
注
意

し
て
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

棚
君

　
…
人
の
た
め
に
な
っ

て
良
か
っ
た
。

涌
沢
君
…
人
間
の
命
の
大
切

さ
を
感
じ
た
。

髙
野
辺
君
…
危
な
い
所
な
ど

を
良
く
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
教
育
委
員
会
か
ら
の
御
紹

介
で
３
月
25
日
校
長
先
生
同

席
の
上
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
る
く
仲
が
良
い
４
人
の
生

徒
達
で
し
た
。

　
校
長
先
生
は
、
渋
川
警
察

署
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
人
命

救
助
の
こ
と
を
知
っ
た
そ
う

で
す
。
12
月
20
日
の
２
学
期

終
業
式
に
全
校
生
徒
の
前

で
、
４
人
の
生
徒
達
の
人
命

救
助
と
渋
川
警
察
署
長
か
ら

の
緊
急
通
報
謝
礼
の
件
を
紹

介
し
た
そ
う
で
す
。

　

人
命
救
助
の状

況
は
？　

　
昨
年
12
月
15
日
午
後
３
時

頃
、
学
校
で
勉
強
を
終
え
、

４
人
で
自
転
車
に
乗
っ
て
帰

宅
途
中
、
蛇
ヶ
見
橋
を
通
過

し
た
時
に
、
棚
君
が
長
靴
を

履
き
川
に
倒
れ
て
い
る
人
を

発
見
し
、
す
ぐ
近
く
の
人
に

連
絡
し
ま
し
た
。
家
の
人
が

動
転
し
て
い
た
の
で
、
上
田

君
が
一
一
九
番
と
言
い
ま
し

た
。
倒
れ
て
い
た
お
じ
さ
ん

は
、
意
識
を
失
っ
て
い
た
の

で
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
４

人
と
駆
け
つ
け
て
来
た
男
の

人
２
人
で
、
顔
が
水
底
に
付

い
て
い
た
よ
う
で
し
た
の
で

引
き
上
げ
、
見
守
っ
て
い
ま

し
た
。

　
す
ぐ
に
救
急
車
で
病
院
に

搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
意
識

が
回
復
す
る
ま
で
時
間
が
か

か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
現
在
は
、
体
も
日
々
回
復

し
て
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。）

第66号～第89号
シリーズ

「発掘！輝く村人（たち）」

発
行
責
任
者

議　

長　

南　
　

千
晴

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

小
野
関
治
義

副
委
員
長　

蜂
巢　
　

實

委　

員　

清
水　

健
一

委　

員　

川
田　

敏
彦

委　

員　

善
養
寺　

孝

群馬県新型コロナウイルス感染症コールセンター
〈連絡先〉０５７０－０８２－８２０
　　  　　午前 9時～午後 9時

榛東村議会会
クリック

村で開業して今年で29年となる

榛東さいとう医院の院長　斉斉
さいさい

藤藤
とうとう

　明明
あきらあきら

医師医師

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
が
国
内
外
で
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
村
役
場
の

産
業
医
で
あ
り
、
村
の
国
保
運

営
協
議
会
の
委
員
で
も
あ
り
ま

す
斉
藤
明
医
師
に
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

斉
藤
医　

　

師　

と
に
か
く
今
は
、
密

閉
空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
場

面
の
３
密
を
避
け
る
こ
と
が
大

事
。
手
洗
い
は
も
ち
ろ
ん
、
う

が
い
や
水
分
を
し
っ
か
り
取
る

こ
と
、
入
浴
や
睡
眠
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
で
規
則
正
し

い
生
活
を
送
り
、
免
疫
を
上
げ

て
ほ
し
い
。
特
に
、
高
齢
者
、

糖
尿
病
、
慢
性
的
な
肺
疾
患
、

心
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、
ヘ
ビ
ー

ス
モ
ー
カ
ー
の
方
は
注
意
し
て

ほ
し
い
。

斉
藤
医　

　

師　

高
熱
が
続
い
た
り
、

発
熱
が
あ
っ
た
り
す
る
人
は
、

か
か
り
つ
け
医
や
新
し
く
開
設

さ
れ
た
「
発
熱
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
外
来
」
に
電
話
を
。
少
し
で

も
不
安
が
あ
る
人
も
、
か
か
り

つ
け
医
に
電
話
な
ど
で
相
談
し

て
も
ら
い
た
い
。

斉
藤
医　

　

師　

不
安
も
あ
る
と
思
う

が
、
日
常
の
中
で
一
人
一
人
が

で
き
る
感
染
症
対
策
を
し
な
が

ら
、
ス
ト
レ
ス
を
残
さ
な
い
よ

う
、
健
康
的
に
、
そ
し
て
明
る

く
過
ご
し
て
ほ
し
い
。

　

外
出
自
粛
の
お
願
い
も
出
て

い
る
が
、
室
内
や
庭
先
で
ス
ト

レ
ッ
チ
や
体
操
を
し
て
体
を
動

か
す
こ
と
も
大
切
。
人
と
の
一

定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
散
歩

で
き
る
の
も
村
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
。

　

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
こ
と
だ
が
、
私
も
、
そ
し
て
医

療
従
事
者
も
力
を
尽
く
し
て
対

応
し
て
い
く
の
で
、
皆
さ
ん
も

感
染
拡
大
防
止
に
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。（
取
材　

南　

千
晴
）

お
わ
び
と
訂
正

　

前
号
（
第
89
号
）
Ｐ
４
の
渋

川
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
議
会
の
報
告
に
お
い
て

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
訂
正
し
て
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
。

〔
誤
〕「
令
和
２
年
４
月
に
納
車

予
定
」

⬇

〔
正
〕「
令
和
３
年
１
月
に
納
車

予
定
」

発熱スクリーニング外来　※完全予約制※
〈連絡先〉０８０－２２０８－３８７６
　　　　 （月～土）  午前 9時から午後 4時
　　　　（日・祝）午前9時 30 分から 11 時 30 分

〈連〈
　

開開
ささ

村で開村で開
榛東さ榛東さ

感染予防のために
心がけること

斉藤医師に聞く!!特別
企画

新型コロナウイルス感染
症にかかわる特別企画ス
タート。

臨時号※第62号～第63号の間

平成25年６月21日発行

「しんとうむら議会だより」
の題字を変更し、リニュー
アル。

しんとうむら

議会だより議会だより
群馬県榛東村議会

82号

群馬県榛東村議会

2018.  4.27

毎日元気に過ごしてね！
（榛東南部保育園入園式）

第1回定例会
２２２２２
４４
１３
２１

注注目目目目目目　  ののののの新新新規規規規事事事事事事事業業業業業業
７７つのの改改改改善善善善善善・・・・・要要要要要望望望望望望望望望事事事事事項項項項項をを提出
７７７人人人がが村村村村村村政政政政政政ををををを問う
活動レレポポートトトトトト（議長長編））榛東村議会 検索

第82号
平成30年４月27日発行

第33回町村議会広報全国
コンクール奨励賞（編集・
デザイン部門賞）受賞。

焼きいもうまい！
（南部学童保育所）

しんとうむら

焼きい

議会だより 2014.1.24
群馬県榛東村議会

65号

第4回 定例会
修正動議提出
幼稚園の預り保育時間を延長
６人が村政を問う
日米共同訓練に関して村へ要望
学んで生かすべ！研修レポート
匠の技・編集後記

2～3
4～5
6～12
13

14～15
16

第65号
平成26年１月24日発行

「研修レポート」を「学ん
で生かすべ！研修レポート」
に変更。

平成26年
（2014）

平成30年
（2018）

群馬県榛東村議会

2016.1.22
73号

第４回 定例会
地方創生事業に期待！…………… ２
議案の審議結果…………………… ５
８人が村政を問う ………………… ６
あの質問はどうなったんだい？… 15
学んで生かすべ！研修レポート… 16
発掘 !! 輝く村人たち …………… 20

しんとうむら

今年もがんばります！
（消防団出初め式）

第73号
平成28年１月22日発行

「あの質問・陳情はどう
なったん？」のコーナース
タート。

平成28年
（2016）

平成22年
（2010）

しんとうむらしんとうむら

議会だより議会だより
群馬県榛東村議会

79号
2017.  7.21

第２回定例会
2
5
6
12
14

オンラインで楽しく英会話
（北小学校）

人事異動による補正予算
審議結果
５人が村政を問う
委員会活動レポート
学んで生かすべ！！研修レポート

第79号
平成29年７月21日発行

「委員会活動レポート」
ページをスタート。

平成29年
（2017）

令和２年
（2020）
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「あん時の話」
議
長
に
な
っ
た
ら

　
議
会
事
務
局
長
を
つ
く
る

　

当
時
の
榛
東
村
議
会
に
は
、
議
会
事
務
局
長
が
い
な
く

て
、
総
務
課
長
が
兼
務
し
て
い
た
。
他
の
町
村
は
い
た
け

れ
ど
。
だ
か
ら
、
議
長
に
な
っ
た
ら
、
兼
務
で
な
く
「
議

会
事
務
局
長
を
つ
く
る
」
と
思
っ
て
い
た
。
早
川
寿
助
役

に
「
改
革
す
べ
え
」
と
相
談
し
て
、
課
長
補
佐
だ
っ
た
湯

浅
耕
作
氏
が
初
め
て
の
議
会
事
務
局
長
に
な
っ
た
。

榛
名
ト
ン
ネ
ル
の
陥
没
時
の
音
は

�

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

　

新
幹
線
の

陥
没
事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

議
会
中
の
昼
休
み
だ
っ
た
。
陥
没
し
て
い
る
と
聞
い
て
、

急
い
で
役
場
か
ら
駆
け
つ
け
た
。
そ
の
と
き
は
直
径
15
ｍ

程
の
大
き
さ
だ
っ
た
穴
が
、そ
の
後
も
ド
ド
ー
ン
、ド
ド
ー

ン
と
大
き
な
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
音
は
今

で
も
覚
え
て
い
る
。
田
ん
ぼ
と
道
路
の
一
部
ま
で
陥
没
し

て
、直
径
約
30
ｍ
に
も
な
っ
た
。
衝
撃
的
な
光
景
だ
っ
た
。

旧
首
相
官
邸
で
安
倍
総
理
と

　

ま
ず
は
、
議
会
だ
よ
り
第
１
０
０
号
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
広
報
委
員
会
の

努
力
が
あ
っ
た
か
ら
の
こ
と
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま

に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
何
か
ら
話
し
た
ら
良
い
か
。
議
長
は
約
９
年
さ

せ
て
も
ら
っ
て
。
群
馬
県
の
町
村
議
会
議
長
会
の
会
長
も

６
年
。
全
国
の
会
長
が
約
２
年
。
全
国
の
会
長
の
時
に
は
、

月
に
平
均
し
て
４
、
５
回
は
東
京
に
行
っ
て
た
か
な
。
民

主
党
政
権
か
ら
自
民
党
政
権
に
な
っ
て
、
今
は
亡
き
安
倍

さ
ん
が
総
理
に
返
り
咲
い
た
時
期
だ
っ
た
。
会
長
２
年
目

だ
っ
た
か
な
。
安
倍
元
総
理
が

地
方
六
団
体
の
会
長
を

旧
総
理
官
邸
に
招
い
て
く
れ
て
、
懇
親
会
を
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
地
下
に
あ
る
和
室
で
。
向
こ
う
は
、
総
理
以
外

に
菅
官
房
長
官
、
そ
の
時
は
ま
さ
か
総
理
に
な
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
な
ぁ
。
あ
と
は
新
藤
総
務
大

臣
。
Ｓ
Ｐ
と
か
は
部
屋
の
外
。
安
倍
総
理
は
ざ
っ
く
ば
ら

ん
な
人
で
、
お
酒
も
強
か
っ
た
。
次
の
予
定
も
あ
っ
た
の

に
、２
時
間
。
我
々
の
話
を
聞
い
て
く
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

マ
ス
コ
ミ
が
入
っ
て
正
式
に
国
に
要
請
や
協
議
す
る
場
は

他
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
懇
親
会
は
民
主
党
政
権
の

時
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
よ
く
覚
え
て
い
る
。

防
衛
庁
の
時
か
ら

　

あ
れ
は
、
議
員
に
な
り
た
て
の
時
。
議
会
で
、
全
国
で

最
初
に
防
衛
庁
を
「
省
」
に
昇
格
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
を
出
し
た
。
防
衛
庁
に
は
年
に
３
回
く
ら
い
行
っ
て

い
た
。
今
で
も
名
前
は
覚
え
て
い
る
が
、
防
衛
庁
の
職
員

に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
当
時
の
防
衛
庁
の
屋
上
に

は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
っ
て
。
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
の
ち
ゃ

沖
縄
で
の
歓
迎
と
報
道
に
た
ま
げ
た

　

ち
ょ
う
ど
議
会
で
「
オ
ス
プ
レ

イ
に
関
す
る
決
議
」（
67
号
４
・

５
ペ
ー
ジ
）
を
可
決
し
た
直
後
に
、

議
長
に
就
任
し
た
。
だ
も
ん
だ
か

ら
、
沖
縄
県
議
会
の
自
民
党
県
議

団
が
お
礼
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
決
議
文
の
中
に
、「
沖

縄
の
負
担
軽
減
に
寄
与
す
る
な
ら
ば
」
と
い
っ
た
こ
と
も

入
っ
て
い
た
か
ら
。
そ
の
後
、
沖
縄
の
現
状
を
確
認
す
る

た
め
に
、
議
員
全
員
で
沖
縄
に
視
察
研
修
に
行
っ
た
。
確

か
、
沖
縄
防
衛
局
や
普
天
間
飛
行
場
の
あ
る
宜
野
湾
市
に

行
っ
て
、
市
長
か
ら
決
議
は
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
あ
り
が
た
い
と
歓
迎
さ
れ
た
。
さ
ら
に
沖
縄
県
庁
に

も
案
内
さ
れ
た
。副
知
事
か
ら
感
謝
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
、

今
で
も
覚
え
て
い
る
。
何
よ
り
驚
い
た
の
は
、
沖
縄
に
着

い
て
か
ら
、
我
々
の
行
く
と
こ
行
く
と
こ
に
報
道
が
先
回

り
し
て
い
て
、
ず
っ
と
取
材
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
バ
ス
か

ら
降
り
る
と
こ
ろ
か
ら
撮
ら
れ
て
い
た
の
に
は
、
驚
い

た
。
そ
の
晩
か
、
次
ぐ
日
か
、
連
絡
が
入
っ
て
、
群
馬
で

も
報
道
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
ん
な
つ
も
り
で
研
修

に
行
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
み
ん
な
で
、
た
ま
げ
た

第10代議長

岩田　好治
（97歳）

議長就任期間
S60.4.20～S62.4.19

第22代議長

金井　佐則
（77歳）

議長就任期間
H26.7.9～H29.4.19

榛東村役場ホームページ
第67号４・５ページ



5 No.100

しんとうむら

第100号記念インタビュー 元議長に聞いてんべぇ！
25
億
円
の

　
補
償
金
獲
得
時
の
裏
に
は
…

　

新
幹
線
の
渇
水
対
策
の
補
償
問
題
で
は
、
2
カ
月
に
一

度
は
東
京
に
陳
情
に
行
っ
た
。
行
き
先
は
、
福
田
赳
夫
事

務
所
、
中
曽
根
康
弘
事
務
所
、
小
渕
恵
三
事
務
所
。
中
選

挙
区
時
代
だ
っ
た
か
ら
3
人
の
と
こ
ろ
に
。
こ
ち
ら
は
正

副
議
長
と
委
員
長
で
。
な
か
な
か
前
に
進
ま
な
か
っ
た
が
、

最
後
は
、
鉄
建
公
団
（
日
本
鉄
道
建
設
公
団
）
に
顔
が
利

く
と
言
わ
れ
て
い
た
、
中
曽
根
さ
ん
が
公
団
の
人
に
会
わ

せ
て
く
れ
て
、
話
し
合
い
が
で
き
た
。
我
々
は
、
補
償
金

で
25
億
欲
し
い
と
言
っ
た
。
し
か
し
、
公
団
は
3
億
と
引

か
な
い
。
そ
れ
で
は
、
地
下
水
を
く
み
上
げ
る
電
気
代
が

出
な
い
。
一
度
公
団
に
持
ち
帰
っ
て
考
え
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
っ
た
が
、
一
筆
も
ら
わ
な
い
と
帰
れ
な
い
と
粘
っ

た
。
そ
の
時
、
中
曽
根
さ
ん
が
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ

て
い
た
太
い
万
年
筆
を
取
り
出
し
て
、「
さ
あ
、
サ
イ
ン
し

ろ
」
と
公
団
の
人
に
渡
し
た
。
凄
み
を
感
じ
た
。
公
団
の

人
が
渋
々
、署
名
を
し
て
、25
億
円
の
補
償
金
が
決
ま
っ
た
。

　

中
央
公
民
館
に
は
こ
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

　

議
員
は
5
期
務
め
た
が
、
最
初
は
定
数
が
22
人
で
、
次

に
20
人
と
減
ら
し
て
い
っ
た
。
今
は
も
っ
と
少
な
く
、
少

数
精
鋭
も
い
い
が
、
人
数
が
多
い
と
そ
れ
だ
け
意
見
が
出

る
か
ら
、
悪
い
こ
と
は
な
い
。
議
員
は
住
民
か
ら
頼
ら
れ

る
の
が
仕
事
で
、
そ
れ
は
国
会
議
員
も
同
じ
。
地
元
の
議

員
か
ら
頼
ら
れ
る
と
嬉
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。だ
か
ら
、

何
か
の
時
に
は
頼
る
と
い
い
。
そ
の
た
め
に
、
選
挙
の
時

に
一
生
懸
命
応
援
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

陥
没
事
故
と
は
…
昭
和
53
年
７
月
20
日
正
午
過
ぎ
、
上

越
新
幹
線
の
榛
名
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
で
、
山
子
田
地

内
の
地
盤
が
陥
没
し
た
事
故
。

ん
と
し
た
。
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
た
。
防
衛
省
に

な
っ
て
も
職
員
と
お
付
き
合
い
は
続
い
て
、
議
長
会
の
関

係
で
東
京
に
行
っ
た
と
き
は
、
時
々
会
っ
た
り
し
て
い
た

よ
。

　
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
決
議
」
の
と
き
は
、
当
時
の
小
野
寺

防
衛
大
臣
に
も
大
歓
迎
さ
れ
、
感
謝
を
伝
え
ら
れ
た
。
榛

東
村
は
、
相
馬
原
駐
屯
地
が
あ
り
、
自
衛
隊
と
は
切
っ
て

も
切
れ
な
い
関
係
だ
か
ら
。
今
後
も
関
係
を
大
事
に
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

役
場
庁
舎
、
中
学
校
の
改
築
、
広
馬
場
の
農
業
集
落
排

水
と
建
設
委
員
会
の
委
員
長
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
完
成

で
き
た
こ
と
は
、
本
当
に
良
い
思
い
出
。
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
議
会
の
活
躍
を
祈
っ
て

い
る
。

こ
と
に
な
っ
た
な
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
た

だ
、
そ
れ
だ
け
、
沖
縄
の
基
地
負
担
の
問
題
は
奥
が
深
い

と
感
じ
た
。

　

そ
の
後
も
、
群
馬
県
の
町
村
議
会
議
長
会
の
会
長
を
し

て
い
た
か
ら
、
東
京
に
行
く
こ
と
も
多
く
、
同
じ
よ
う
に

自
衛
隊
の
基
地
の
あ
る
市
町
村
の
議
長
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
て
、
意
見
交
換
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
確
か
、
岩
国

市
議
会
議
長
と
か
他
に
も
。
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
一
緒

に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
話
を
し
た
。

副
会
長
は
運
で
な
っ
た

　

全
国
の
町
村
議
会
議
長
会
の
副
会
長
も
さ
せ
て
も
ら
っ

た
が
、
あ
れ
は
、
本
当
に
「
運
」
だ
っ
た
。
東
京
の
ホ
テ

ル
で
、
関
東
の
各
県
の
会
長
が
集
ま
っ
て
、
順
番
で
関
東

の
中
か
ら
副
会
長
を
出
す
と
い
う
会
議
が
あ
っ
た
。
議
長

の
就
任
が
長
い
人
を
と
な
っ
た
が
、
一
番
長
い
人
が
「
議

長
の
任
期
も
あ
と
数
日
な
の
で
」
と
断
り
、次
の
人
も
「
あ

と
、
１
カ
月
で
議
長
が
終
わ
り
な
の
で
」
と
断
り
、
自
分

が
や
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
な

と
、「
運
」
だ
と
思
っ
た
。
全
国
の
議
長
大
会
で
は
、
当

時
の
総
理
大
臣
だ
っ
た
、
安
倍
さ
ん
の
前
で
あ
い
さ
つ
を

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
周
り
か
ら
よ
く
緊
張
し
な
い
で
言

え
る
な
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
本
当

に
い
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
は
、
コ
ロ
ナ
の
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
な
か
な
か
視
察

研
修
に
い
く
こ
と
も
減
っ
た
だ
ろ
う
が
、
よ
く
研
修
に

行
っ
た
。
広
報
委
員
の
時
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
っ

た
。
当
時
よ
り
議
会
だ
よ
り
も
良
く
な
っ
た
。
見
や
す
く

な
っ
て
、
わ
か
り
や
す
い
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
れ
。

地
方
六
団
体
と
は
…
首
長
の
連
合
組
織
で
あ
る
全
国
知

事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
の
三
団
体
（
執
行

三
団
体
）
と
議
長
の
連
合
組
織
で
あ
る
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長
会
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
の
三
団
体
（
議
会
三
団
体
）
の
総
称
。

群馬県榛東村議会

2022.10.21
100号

しんとうむら

第19・20・21代議長

髙橋　正
（7５歳）

議長就任期間
H17.4.20～H26.7.8



新型コロナウイルスワクチン接種 
 １億341万円

南部コミュニティセンター及び医療機関等において、
１回目～３回目のワクチン接種を実施しました。 
令和４年３月31日までの接種率 

接種率（％） １回目 ２回目 ３回目

全年齢 81.71 80.88 51.17

65歳以上 95.43 95.14 88.69

延べ３万1160人に接種

防災中枢機能施設の整備始まる 
（公民館と給食センターの機能をもつ防災拠点施設） 
 ３億2039万円

実施設計業務、用地買収事業の費用２億8510万円の内、防
衛省から２億1383 万円の補助金を受けて実施しました。 

令和４年度は造成工事を
行います。
造成工事の請負契約は
P25を参照してください。

地権者の同意を得て用地を取得

一般会計の歳入決算額の約 21％を占める村税は、継続し
て収入未済額が縮減し、徴収率が複数年度継続して向上し
ていることは大いに評価します。他にも児童保育料、村営
住宅使用料も収入未済額が縮減し、国民健康保険・介護保
険・学校給食の特別会計でも収入未済額が縮減しています。
一方で、住宅新築資金等貸付特別会計は、縮減に向けた計
画的で強力な取り組みを早急に講じていただきたいです。
本年７月に発覚した複数職員の不祥事は看過することはで
きません。職員一人ひとりの業務遂行能力の向上を期待す
ると同時に、業務量の実情に見合った組織体制の見直しと
適切な職員の定数管理に期待します。
　　　　� 小池秀樹代表監査委員��

令和３年度　決算を認定

 実施した事業と成果

62022.10

写真は

茅野公園

（長岡）です

　定例会は、９月１日から16日までの16日間の会期で開かれました。一般質問、７人の議員が登壇し、 令和３年度一
般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定等の議案27件が提出され、いずれも可決認定されました。



100％のプレミアム付き商品券発行
 6811万円

約１億２千万円の商品券が村で使用
経済活性化対策として村民１人につき商品券１セット
（１万円分を５千円で）購入できる引換券を発行し
ました。全部で１万2102セットを販売し、99.34%の
１億2021万９千円の商品券が村内で使用されました。

新型コロナウイルス感染症対策

南部第三学童保育所建設整備
 5365万円

学童の待機児童対策として新たに45人の受け
入れが可能な南部第三学童保育所を建設し、
備品等を購入しました。

入所定員が増え待機児童減少

北谷地・大藪線開通
（高渋バイパスアクセス道３号線）
 １億9081万円

改良舗装工事費１億2002万円の内、防衛省から
8141万円の補助金を受けて、整備をしました。 

歩道の整備や県道へアクセスする利便性高まる

令和３年度　決算を認定

 実施した事業と成果

しんとうむら
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　定例会は、９月１日から16日までの16日間の会期で開かれました。一般質問、７人の議員が登壇し、 令和３年度一
般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定等の議案27件が提出され、いずれも可決認定されました。
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検
査
結
果
一
覧
表
に
あ
る
×
の
と
こ
ろ
は
会

計
検
査
院
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
か
。住

民
生
活
課
長　

会
計
検
査
員
が
実
績
報
告

に
つ
い
て
は
大
変
ず
さ
ん
で
あ
り
、全
額（
３

２
８
０
万
円
）
取
り
消
し
で
も
よ
い
案
件
だ
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。検

査
結
果
一
覧
表
に
×
と
○
も
あ
り
ま
す

が
、
事
業
費
の
認
定
の
可
否
を
記
し
た
も
の

で
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
て
３
３
３
万
円
の
返
還
金
が
出

た
と
理
解
し
て
い
い
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

〇
×
印
等
が
あ
る
表
は
補

助
対
象
外
の
接
待
交
際
費
や
領
収
書
・
明
細

書
が
無
い
な
ど
で
何
度
も
提
出
し
直
し
て
、
平
成
30
年

６
月
22
日
時
点
で
会
計
検
査
院
か
ら
確
定
と
し
て
示
さ

れ
た
も
の
で
す
。

説
明
で
い
か
に
こ
の
事
務
処
理
が
不
適
切
で

あ
っ
た
か
、
理
解
で
き
ま
し
た
。
榛
東
村
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
地
域
力
循
環
創
造
事
業
の
中
に
出
て
く
る

村
の
返
還
請
求
に

応
じ
な
い
た
め
申
立
て

　

委
員
会
で
は
、
詳
細
な
審
議
を
行
う
た
め
、
返
還
金

３
３
３
万
円
の
内
訳
と
経
緯
が
わ
か
る
資
料
及
び
、
こ

の
補
助
金
の
交
付
要
綱
の
資
料
請
求
を
行
い
ま
し
た
。

村
よ
り
提
出
の
あ
っ
た
、
以
上
の
資
料
を
基
に
質
議
を

し
ま
し
た
。

実
績
報
告
は
不
適
切
だ
っ
た
の
か

問問問 答答

返還されないため
「調停を申立て」

333万円の
返還命令

333万円の
返還命令

交付金
3280万円

事業実施
実績報告事業費

4845万円
（自己資金1565万円）

補助金額を
2947万円に

再確定

交付金を
2947万円に

再確定
国（総務省）

村

事業主体

平成31年３月平成25年度

２回目
平成30年６月

１回目
平成29年２月

333万円を
返還

補助金
3280万円

333万円
返還なし

会計検査院による会計実地検査

交付対象経費と認められないもの、
支出の事実を確認できないものが
あると検査報告を受ける 

  平成29年２月
検査後の実績額
  5149万円

平成30年２月
再修正報告額
4429万円

平成30年６ 月
会計検査院

確定額
4353万円

平成29年６月
会計検査院

修正額
3456万円

１回目の会計実地検
査後に村と事業者が
再度算出した金額

村がなるべく認めて
もらうよう再度検証
して提出した金額

太陽光発電事業及び交付金返還事務執行調査に関する特 別委員会 ９月７日

の支払いを求め調停を申立て
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八
州
高
原
地
域
力
向
上
委
員
会
と
（
有
）
鈴
京
の
関
係

を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
長　

事
務
局
は
（
有
）
鈴
京
と

榛
東
村
役
場
総
務
課
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
対
策
室
で
す
。
社
長
が
事
務
局
長
で
事
務
局
兼
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
当
時
の
村
職
員
の
方
で
す
。

答

調 停 の
相 手 方

所在地：
　群馬県高崎市本町38番地
会社名：
　有限会社 鈴京

申 立 て の
趣 旨

⑴　相手方は、榛東村に対
して333万円を支払え

⑵　調停費用は相手方の負
担とする

申 立 て の
理 由

村が相手方に対して交付し
た榛東村エネルギー・地域
力向上経済循環創造事業費
補助金について、会計検査
院 に よ る 会 計 実 地 検 査 が
行われ、その交付金額が過
大であったことが明らかと
なったため、適正な金額と
の差額333万円を相手方に返
還請求したものの、相手方
はこれに応じず、この差額
を法律上の原因なく不当に
利得していることから、そ
の返還を求めて調停を申し
立てるものである。

返還されないため
「調停を申立て」

333万円の
返還命令

333万円の
返還命令

交付金
3280万円

事業実施
実績報告事業費

4845万円
（自己資金1565万円）

補助金額を
2947万円に

再確定

交付金を
2947万円に

再確定
国（総務省）

村

事業主体

平成31年３月平成25年度

２回目
平成30年６月

１回目
平成29年２月

333万円を
返還

補助金
3280万円

333万円
返還なし

会計検査院による会計実地検査

交付対象経費と認められないもの、
支出の事実を確認できないものが
あると検査報告を受ける 

  平成29年２月
検査後の実績額
  5149万円

平成30年２月
再修正報告額
4429万円

平成30年６ 月
会計検査院

確定額
4353万円

平成29年６月
会計検査院

修正額
3456万円

１回目の会計実地検
査後に村と事業者が
再度算出した金額

村がなるべく認めて
もらうよう再度検証
して提出した金額

太陽光発電事業及び交付金返還事務執行調査に関する特 別委員会

返還されていない333万円
付託されました調停の申立てについて、審査を行った結果、全員賛成で可決しました。

しんとうちゃん！しんとうちゃん！教えて教えて

なぜ、補助金333
万円の返還命令と
調停の申立てをし
たの。

榛東村補助金等交付規則とい
うのがあって、それに沿って
返還命令をしました。調停の
申立ては、地方自治法に基づ
いた措置です。
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９月６日・７日

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
９
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
、
執
行
側
か
ら
村
長
、
副
村
長
、
教
育
長
、

関
係
課
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
て
審
査
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
各
議
員

か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
集
約
し
、
５
項
目
を
改
善
要
望
事
項
と
し
て
提
出
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
８
・
反
対
１
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

人気のバッテリーカーの整備を（しんとうふるさと公園）

災
害
時
の
避
難

所
で
は
、
感
染

対
策
を
し
な
が
ら
の
避
難

に
な
る
の
で
、
換
気
な
ど

の
対
策
を
充
実
す
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
課
長　

換

気
対
策
は
、
学

校
施
設
に
は
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
各
教
室
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
公
共
施

設
で
は
、
基
本
的
な
感
染

予
防
対
策
と
し
て
２
方
向

の
窓
を
開
け
る
な
ど
換

気
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
な

く
て
も
、
基
本
的
な
換
気

対
策
は
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
定

員
割
れ
の
対
応

策
は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

総
務
課
長　

団

員
の
募
集
は
、

各
分
団
で
行
っ
て
い
ま

す
。
村
で
は
、
毎
年
広
報

に
団
員
募
集
の
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
定
員
割

れ
と
い
う
現
状
は
、
消
防

活
動
等
に
も
支
障
を
き
た

し
か
ね
な
い
と
憂
慮
さ
れ

る
事
態
で
す
。
引
き
続
き

募
集
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

問問 答答 避
難
所
の
感
染
対
策
は
充
分
か

消
防
団
員
の
募
集
方
法
と

 

定
数
減
の
対
応
策
は

と正確な予算執行を
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ふ
る
さ
と
公
園

の
バ
ッ
テ
リ
ー

カ
ー
は
故
障
も
多
く
、バ
ッ

テ
リ
ー
が
切
れ
て
し
ま
う

と
充
電
に
時
間
が
か
か

り
、
利
用
者
に
迷
惑
を
か

け
て
い
ま
す
。
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
の
更
新
や
バ
ッ

テ
リ
ー
切
れ
の
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
を
考
え
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
。

産
業
振
興
課
長

バ
ッ
テ
リ
ー

カ
ー
は
利
用
頻
度
が
高

く
、
タ
イ
ヤ
な
ど
の
消
耗

品
類
の
摩
耗
で
動
か
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

都
度
点
検
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
テ

リ
ー
本
体
は
更
新
し
て
い

ま
す
。
現
在
2
台
稼
働
し

て
い
ま
す
が
、
使
用
年
数

も
た
っ
て
い
ま
す
。
今
後

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

決算審査 特別委員会 令和３年度 一般会計決算認定

産
後
ケ
ア
事
業

は
、
令
和
３
年

度
に
始
め
た
事
業
で
あ

り
、
実
績
も
で
き
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
に
周
知
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
何
か
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長

産
後
ケ
ア
事
業

は
、
母
子
健
康
手
帳
配
布

時
や
助
産
師
の
新
生
児
訪

問
の
際
に
説
明
す
る
な
ど
、

周
知
し
て
い
ま
す
。

問

答 答

産
後
ケ
ア
事
業
の
周
知
を

補
助
金
の
内
容

は
除
却
が
対
象

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
除

却
し
な
い
と
い
け
な
い
状

況
の
空
き
家
も
あ
り
ま

す
。
除
却
も
含
め
て
、
移

住
定
住
の
施
策
に
も
つ
な

が
る
補
助
金
の
内
容
に
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

副
村
長　

空
き

家
対
策
の
事
例

を
検
討
し
て
、
新
た
に
空

き
家
対
策
事
業
と
し
て
予

算
を
計
上
で
き
れ
ば
と
考

え
ま
す
。

問

答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

利
用
し
て
、
保

護
者
が
家
で
子
ど
も
の
授

業
の
様
子
を
見
ら
れ
る
取

り
組
み
を
検
討
し
て
も
ら

え
ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
事

務
局
長　

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

肖
像
権
等
に
よ
っ
て
生
じ

る
マ
イ
ナ
ス
の
被
害
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
は
慎

重
に
考
え
て
い
ま
す
。
ど

う
に
か
し
て
伝
え
る
工
夫

を
今
後
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問答 リ
モ
ー
ト
で
授
業
参
観
の
実
施
を

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の

 

交
付
内
容
の
変
更
を

改善要望事項（決算審査特別委員会）
一　村民サービスの低下を招くことのないよう、適正な職員数の管理とともに、不足している会計年度任用

職員の確保に努めること。

二　平成30年度以降、消防団員が定員割れとなっているが、村民の生命・財産を守るという重要な役割を担っ

ていることから、消防団員の確保に努めること。

三　ふるさと公園のバッテリーカーは台数が少なく、故障修理中や充電中には使用できる台数が極端に少な

くなるため、新たな整備を含めて検討すること。

四　コロナ禍における学校行事や園行事については、感染対策を行いながら、様々な方法で実施されているが、

保護者が参観できるようにリモートを含めて検討を行うこと。

五　高額な不用額が生じている項目が見受けられ、予算執行率は86.3％と、前年度より低くなっている。内

容を分析し、執行率の向上を図るとともに、より精度の高い予算編成と計画的な予算執行に努めること。  

問 ふ
る
さ
と
公
園
の

 

バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
の
整
備
を

精度の高い予算編成

榛東村役場ホームページの空き
家のリフォームに補助金が交付
されますをご覧ください。

榛東村役場ホームページ、母子健
康手帳・妊産婦健康診査の産後ケ
ア事業ＰＤＦをご覧ください。
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総務産業建設常任委員会　９月９日

を各常任委員会へ付託

修
理
工
事
等
は

経
年
劣
化
に
よ
る
修

理
工
事
等
は
あ
り
ま

す
か
。

産
業
振
興
課
長　

設

置
後
８
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度
に
お

い
て
は
修
理
の
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

売
電
収
入
の

 

純
利
益
は

太
陽
光
発
電
の
売
電

収
入
が
、
毎
年
３
０

０
０
万
円
あ
る
か
の
よ
う
な
情

報
も
あ
り
ま
す
が
、
多
額
の
初

期
投
資
と
管
理
費
が
掛
か
っ
て

い
ま
す
。
村
民
が
売
電
収
入
を

全
て
純
利
益
と
勘
違
い
し
て
し

ま
い
ま
す
。
正
し
い
情
報
を
提

供
し
た
ら
ど
う
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

当

初
の
工
事
費
は
、
２

億
円
で
す
。
平
成
25
年
度
か
ら

稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
経
費
等

差
し
引
く
と
若
干
の
プ
ラ
ス
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
20
年

後
の
返
還
撤
去
費
用
等
を
加
味

す
る
と
、
収
益
が
ど
こ
ま
で
黒

字
に
転
じ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

20
年
間
で
返
還
と
い

う
説
明
で
す
が
、
太

陽
光
発
電
所
は
20
年
し
か
発
電

し
な
い
の
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

20

年
間
と
い
う
の
は
白

子
の
海
ソ
ー
ラ
ー
ポ
ー
ト
で
、

白
子
の
り
と
20
年
間
の
賃
貸
借

で
す
。

供
給
単
価
と

 

給
水
原
価
は

供
給
単
価
、
給
水
原

価
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

上
水
道
課
長　

給
水

原
価
は
前
年
度
と
の

比
較
に
お
い
て
上
昇
し
て
い
ま

す
。
そ
の
要
因
は
修
繕
費
が
増

え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
５
つ
の
決
算
に
つ
い
て
、
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
全
て
全
員
賛
成
で
認
定
し
、

本
会
議
で
委
員
長
報
告
を
し
ま
し
た
。

設置後８年が経過した太陽光発電所

収
入
未
済
額
は

下
水
道
使
用
料
の
収

入
未
済
額
が
増
え
て

い
る
要
因
は
何
で
す
か
。

上
下
水
道
課
長　

公

共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
打
ち
切
り
決
算
と
な

り
、令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、

公
営
企
業
会
計
の
「
下
水
道
事

業
会
計
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
令
和
４
年
度
の
収
入

と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

問

問

問 問

答

答

答 答

問答

公
共
下
水
道
事
業

太
陽
光
発
電
事
業

上
水
道
事
業

●公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

●農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

●太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算認定

●上水道事業会計決算の認定

●上水道事業会計剰余金の処分
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食
材
の
地
産
地
消
の

 

取
り
込
み
は

献
立
に
対
す
る
、
地

域
食
材
の
利
用
へ
の

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

92
種
類
の
献

立
、
延
べ
１
１
４
品
目
の
榛
東

産
の
食
材
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
食
材
の
活
用

が
一
層
進
む
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

学
校
給
食
事
業

滞
納
繰
越
分
等
の

 

徴
収
の
状
況
は

こ
こ
数
年
右
肩
上
が

り
に
徴
収
率
が
上

が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
徴
収
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

税
務
課
長　

滞
納
繰

越
や
収
入
未
済
額
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

文教厚生常任委員会　９月13日
令和３年度 特別会計決算

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
５
つ
の
決
算
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
、
全
て
全
員
賛
成
で
認
定
し
、
本
会
議
で

委
員
長
報
告
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
改
善
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

貸
付
金
の

 

回
収
方
法
は

住
宅
資
金
貸
付
金
は
、

償
還
終
了
に
つ
き
、

来
年
度
か
ら
一
般
会
計
で
引
き

継
ぎ
ま
す
が
、
滞
納
繰
越
に
対

す
る
回
収
の
方
法
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

ほ

と
ん
ど
は
相
談
の

上
、
分
割
で
返
済
し
て
い
く
と

約
束
し
て
い
ま
す
。
徴
収
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

住
宅
改
修
費

 

給
付
状
況
は

住
宅
改
修
費
用
の
給

付
事
業
の
利
用
状
況

は
ど
う
で
す
か
。

健
康
保
険
課
長　

手

す
り
の
設
置
や
ト
イ

レ
の
改
修
の
た
め
の
給
付
で
す

が
、
件
数
は
増
加
し
、
給
付
額

は
減
少
し
て
い
ま
す
。

問答

榛東産の食材が給食に

国
民
健
康
保
険

問答

答

答問

問

介
護
保
険

住
宅
新
築
資
金

詳しく検証するため

●国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

●後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

●介護保険特別会計歳入歳出決算認定

●住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算認定

●学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定

改善要望書（要約）

一　住宅新築資金等の貸付の徴収は、他市町村の取り組みを
参考とし、必要に応じて識者に指導を求めるなど、徴収
計画の策定と未収金の縮減に取り組むこと。

二　学校給食センター維持管理費などで高額な不用額が生じ
ている。予算編成時には精度の高い積算を行うとともに、
実効性のある計画に基づく予算の執行に努めること。

 以上
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令和４年　第３回定例会　９月１日～16日

新型コロナワクチン接種事業 �����6273万円

１区コミュニティセンターフェンス設置工事�82万円

自宅待機の濃厚接触者への生活物資支援事業�206万円

保育所・学童の感染症対策物品購入補助金�408万円

　

主
な
内
容
は
、
地
方
交
付
税
、
地
方
特
別
交
付
金
の
交
付
額
の
確
定
、
前
年
度
繰
越
金
の
増
額

で
す
。
ま
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
」
事
業
の
増
額
や
民
事
調
停
の
弁
護
士
費

用
の
計
上
等
の
増
額
で
す
。

榛
東
村
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

役
場
職
員
の
定
年
が
60
歳
か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ

�

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

　

地
方
公
務
員
法
が
改
正
さ
れ
、
地
方
公
務
員
の
定
年
が
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。
改
正
後
の
地
方
公
務
員
法
で
は
、
地
方
公
務
員
の
定
年
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
条
例
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
家
公
務
員
の
65
歳
ま
で
の
段
階
的
な

定
年
の
引
き
上
げ
に
準
じ
て
、
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
可
決

令
和
４
年
度

　
一
般
会
計

 

（
第
６
号
）

4億2153万円

増 額

補正
予算

条例
改正

改修するフェンス（１区コミュニティセンター）

定年が65歳になるまでの流れ
定年年齢

令和５年４月１日から
令和７年３月31日まで

６１歳

⬇
令和７年４月１日から
令和９年３月31日まで

６２歳

⬇
令和９年４月１日から
令和11年３月31日まで

６３歳

⬇
令和11年４月１日から
令和13年３月31日まで

６４歳

⬇
令和13年４月１日から
令和15年３月31日まで

６５歳
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第３回定例会の議案の審議結果
〇 × 欠 退 除 －
………………
賛
成

反
対

欠
席

退
席

除
斥

議
長

件名と主な内容

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 10 11 12

議決結果

齊
藤
　
将
史

須
田
　
仁
美

三
俣
　
　
実

波
多
野
佐
和
子

中
島
由
美
子

生
方
　
勇
二

善
養
寺
　
孝

清
水
　
健
一

小
山
　
久
利

南
　
　
千
晴
　

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

第53号
令和３年度榛東村一般会計歳入歳出決算の認定…歳入75億4129
万7261円、歳出70億542万9815円、翌年度への繰越額５億9538
万９千円の認定。

認定
賛８・反１

〇 〇〇 〇 × 〇 〇 〇 － 〇

第54号 令和３年度榛東村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定…歳入
14億2752万9783円、歳出13億7062万5791円の認定。

認定
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第55号 令和３年度榛東村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定…歳
入、歳出それぞれ１億4285万5600円の認定。

認定
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第56号 令和３年度榛東村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定…歳入12
億2793万2896円、歳出12億49万8528円の認定。

認定
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第57号 令和３年度榛東村住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算の認定
…歳入、歳出それぞれ1311万5006円の認定。

認定
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第58号 令和３年度榛東村公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定…歳
入３億1792万1638円、歳出３億1163万6351円の認定。

認定
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第59号 令和３年度榛東村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定…
歳入１億6753万5722円、歳出１億5564万2446円の認定。

認定
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第60号 令和３年度榛東村学校給食事業特別会計歳入歳出決算の認定…歳入
１億2561万9283円、歳出１億2560万793円の認定。

認定
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第61号 令和３年度榛東村太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定…歳
入3500万5604円、歳出3036万3761円の認定。

認定
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第62号
令和３年度榛東村上水道事業会計決算の認定…収益的収入３億
2279万5520円、 収 益 的 支 出 ２ 億7452万1159円、 資 本 的 収 入
4871万円、資本的支出8881万3991円の認定。

認定
賛８・反１

〇 〇〇 〇 × 〇 〇 〇 － 〇

第63号 令和３年度榛東村上水道事業会計剰余金の処分…当年度未処分利益
剰余金4533万4827円を建設改良積立金として処分する。

可決
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第64号

榛東村議会議員及び榛東村長の選挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例の制定…公職選挙法施行令の改正
に準じ、榛東村議会議員及び榛東村長の選挙における選挙運動に関
し、選挙運動用自動車の使用及び選挙運動用ビラ等の作成の公営に
関する限度額を引き上げる。

可決
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第65号
榛東村職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定…地
方公務員法の改正により、地方公務員の定年が現行の60歳から65
歳へ引き上げられることに伴い、所要の改正を行う。

可決
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第66号
榛東村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正す
る条例の制定…地方公務員法の改正に伴い、引用している地方公務
員法の条項番号の整理を行う。

可決
賛９・反０

〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇
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件名と主な内容 議席番号 1 2 3 4 5 6 7 10 11 12

議
　
　
　
　
　
　
　
　
案

第67号
榛東村職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
の制定…地方公務員法の改正に伴い、引用している地方公務員法の
条項番号の整理を行う。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第68号
榛東村職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条
例の制定…地方公務員法の改正に伴い、引用している地方公務員法
の用語の整理を行う。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第69号

榛東村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定
…妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援について、育児休業の取得
回数制限の緩和等に係る事項に関し、国家公務員に準じ、所要の改
正を行う。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第70号
榛東村税条例等の一部を改正する条例の制定…地方税法等の一部改
正に伴い、納税証明書の交付手数料・所得割の課税標準・村民税の
申告等について改正を行う。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第71号 令和４年度榛東村一般会計補正予算（第６号）…歳入歳出予算の総
額に４億2153万７千円を加え、総額を68億8763万４千円とする。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第72号
令和４年度榛東村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）…歳入
歳出予算の総額に3583万４千円を加え、総額を14億5848万５千
円とする。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第73号 令和４年度榛東村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）…歳
入歳出予算の総額に20万円を加え、総額を１億5890万８千円とする。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第74号 令和４年度榛東村介護保険特別会計補正予算（第１号）…歳入歳出
予算の総額に2747万３千円を加え、総額を13億3508万円とする。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第75号
令和４年度榛東村学校給食事業特別会計補正予算（第２号）…歳入
歳出予算の総額に１万８千円を加え、総額を１億4185万５千円と
する。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第76号
令和４年度榛東村太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）…歳
入歳出予算の総額に464万１千円を加え、総額を3484万３千円と
する。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第77号
令和４年度榛東村上水道事業会計補正予算（第２号）…水道事業費
用の支出予定額から２万２千円を減じ、総額を２億8980万２千円
とする。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第78号

令和４年度榛東村下水道事業会計補正予算（第３号）…下水道事業
収益の収入予定額に190万６千円を加え、総額を５億5457万６千
円とし、下水道事業費用の支出予定額に457万円を加え、総額を
４億3976万４千円とする。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第79号

調停の申立て…平成25年度において総務大臣から交付を受けた地
域経済循環創造事業交付金について、交付金額と再確定額の差額で
ある333万円が事業者から返還されないため、支払を求めて調停を
申し立てる。

可決
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

発
　
委

第１号
令和３年度榛東村一般会計歳入歳出決算に関する改善要望書の提出
…決算審査特別委員会において、５項目の改善要望を村長宛てに提
出する。

提出
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

第２号
令和３年度文教厚生常任委員会所管の令和３年度特別会計歳入歳出
決算に関する改善要望書の提出…文教厚生常任委員会において、２
項目の改善要望を村長宛てに提出する。

提出
賛９・反０ 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇

※議長は採決に加わらないため「－」で表示
※除斥とは…議会における審議の公正を期するために、審議事件と一定の利害関係を有する議員は当該事件の審議に参与する

ことができないとする制度
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生方　勇二 議員
１ 新型コロナワクチン接種状況と今後の対応は
２ 補助事業活用に対する職員の指導は
３ 建設工事等の入札方法の内容は

P19

南　　千晴 議員
１ 熱中症対策として施設の見直しを
２ ユニバーサルシートの設置を
３ 不登校や別室登校への支援充実を
４ 空き家対策の補助金の見直しを
５ 新南分署北側に信号機設置は困難か

P20

村政を問う
一般質問に７人登壇

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり村当局の考え方や疑問をただすことです。単に
疑問を晴し事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一 般 質 問 と は

９月１日　開会初日

三俣　　実 議員
１ 通学路の安全点検と今後の対応は
２ 下校時の安全対策は
３ アクセス道整備の準備は
４ 福祉タクシー利用の充実は

P�21

齊藤　将史 議員
１ 役場職員及び教職員に対する教育は
２ 教員に対する教育は
３ 前歴のある教職員は

P�22

中島由美子 議員
１ コロナ禍の地方創生臨時交付金を村づくりに
２ 榛東村を進化させる取り組みが早急に必要

P23

須田　仁美 議員
１ 小中学校でのアンケートの実施状況は
２ 学童保育料減免の条例改正は
３ 榛東村地域防災計画に即した防災訓練は
４ 鳥獣害の被害への対応と対策は

P�24

善養寺　 孝 議員
１ 「子どもに夢を」の考えは
２ ４つの資質・能力とは
３ 生涯学習の考えは
４ 消防団員の確保は

P18

紙面の都合により、質問の内容を要約してあります。
会議録の詳細は、榛東村議会のホームページに掲載します。 榛東村議会

クリック
上記のＱＲコードを読み取ると
「一般質問一覧表」のページが
開きます
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一
般
質
問 

善
養
寺  

孝 

議
員

第
６
次
総
合
計

画
で
は
、
将
来
像

と
し
て
「
子
ど
も
に
夢
を

　

み
ん
な
に
福
祉
と
安
心

を
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
「
子
ど
も
に
夢

を
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

と
て
も

重
い
言
葉
と
し
て

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
義

務
教
育
最
終
段
階
で
子
ど

も
た
ち
が
夢
を
も
ち
、
夢

の
実
現
に
前
向
き
な
気
持

ち
で
卒
業
し
て
い
く
こ
と

を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
存
在
を
人
、家
族
、

地
域
な
ど
か
ら
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
４

つ
の
資
質
・
能
力
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

４
つ
の
資
質
・
能

力
を
ど
の
よ
う
に

し
て
培
っ
て
い
き
ま
す
か
。

教
育
長　

４
つ
の

資
質
・
能
力
と
は
、

「
人
を
思
い
や
る
心
」「
協

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

の
振
興
を
含
む
、

生
涯
学
習
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い

ま
す
か
。教

育
長　

ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
を
自
発

的
に
楽
し
む
こ
と
も
大
切

で
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒

も
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
に
親
し
む
機
会
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
。
楽
し
む

と
い
う
視
点
が
な
く
な
る

と
、
こ
の
よ
う
な
活
動
も

継
続
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
中
学
校
に
お
い

て
部
活
動
を
経
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
生
涯

学
習
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

働
的
な
問
題
解
決
力
」「
や

り
抜
く
力
」「
学
習
力
」

で
す
。
以
上
を
育
成
す
る

こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
が

夢
を
も
ち
、
夢
の
実
現
へ

つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

「
主
体
的
・
対
象
的
で
深

い
学
び
」
の
実
現
が
必
要

で
す
。

問問問問

問問

答答

答答

答答

子どもに夢をの教育長の考えは
４つの資質・能力の育成が重要

善
ぜん

養
よう

寺
じ

孝
たかし

議 員

「
子
ど
も
に
夢
を
」
の
考
え
は

４
つ
の
資
質
・
能
力
と
は

生
涯
学
習
の
考
え
は

協働的な問題解決力を育てるための授業

近
年
消
防
団
員
の

人
員
が
減
少
傾
向

に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
定
数
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

副
村
長　

本
年
度

か
ら
団
員
階
級
の

報
酬
を
増
額
し
ま
し
た
。

処
遇
改
善
の
他
に
も
、
地

域
の
安
全
・
安
心
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
消
防
団

活
動
に
つ
い
て
社
会
的
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、
消
防
団
の

イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
よ
い
も

の
と
し
、
社
会
全
体
で
消

防
団
を
応
援
す
る
よ
う
広

報
展
開
を
し
、
消
防
団
幹

部
と
相
談
し
な
が
ら
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問問答答 消
防
団
員
の
確
保
は

第
６
次
総
合
計
画
と
は
…
10
年
後
の
将
来
像
を
「
子
ど

も
に
夢
を　

み
ん
な
に
福
祉
と
安
心
を
」
と
描
き
ま
し

た
。
こ
の
将
来
像
に
は
、
乳
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心
で
き
る
健
康
・
医
療
・
福
祉
を

享
受
で
き
、
子
ど
も
が
夢
を
抱
き
そ
の
夢
に
向
か
っ
て

歩
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
全
村
一
体
と
な
っ
て
作
り

出
し
て
い
く
と
い
う
意
気
込
み
を
込
め
て
い
ま
す
。
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一
般
質
問 

生
方
勇
二 

議
員

国
や
県
の
補
助
事

業
の
活
用
は
、
村

の
財
政
負
担
軽
減
に
重
要

で
す
。
活
用
の
際
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
職
員
に

ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
て

い
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

国
や
県
・
村
が
定

め
た
ル
ー
ル
・
補
助
金
要

綱
等
に
沿
っ
て
実
施
す
る

こ
と
や
、
補
助
対
象
外
経

費
が
混
入
し
な
い
よ
う
注

意
し
な
が
ら
実
施
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
職
員
の

制
度
理
解
と
補
助
対
象
者

に
明
確
な
説
明
や
適
正
な

審
査
を
行
う
よ
う
上
司
や

先
輩
職
員
が
教
え
、
補
助

事
業
全
般
に
わ
た
り
適
正

建
設
工
事
等
を
行

う
業
者
の
格
付
け

（
ラ
ン
ク
）
は
、
村
独
自

の
基
準
を
設
け
て
い
る
の

で
す
か
。副

村
長　

村
に
お

け
る
指
名
業
者
の

格
付
け
基
準
は
、
榛
東
村

建
設
工
事
請
負
業
者
選
定

要
領
で
定
め
て
い
ま
す
。

予
定
価
格
の
公
表

は
、
多
く
の
自
治

体
が
入
札
前
か
後
に
公
表

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
村

で
は
公
表
を
し
て
い
ま
す

か
。
ま
た
適
正
な
価
格
で

工
事
を
す
る
た
め
の
最
低

制
限
価
格
の
設
定
を
し
て

い
ま
す
か
。

副
村
長　

村
で
は
、

公
表
で
生
じ
る
メ

リ
ッ
ト
及
び
デ
メ
リ
ッ
ト

を
勘
案
し
た
上
で
、
予
定

価
格
の
公
表
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
低
制

限
価
格
は
現
在
の
と
こ
ろ

設
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

品
質
確
保
・
安
全
管
理
・

略
奪
的
価
格
の
抑
止
等
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
情
報
収
集
を
行
い
た

い
と
考
え
ま
す
。

電
子
入
札
は
、
会

社
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
入
札
で
き
る
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

近
年
は
町
村
部
に
お
い
て

も
採
用
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
ま
す
。
村
で
ま
だ

実
施
し
て
い
な
い
理
由
は

何
で
す
か
。

副
村
長　

電
子
入

札
の
完
全
移
行
は

事
業
者
側
で
新
た
に
機
器

の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ

り
、
各
業
者
の
理
解
を
得

る
必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
先
進
自
治
体
の

情
報
収
集
を
行
い
、
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
事
務
が
行
え
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

生
うぶ

方
かた

勇
ゆう

二
じ

議 員

感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
ま
で
の
接
種

状
況
と
今
後
の
予
定
を
伺

い
ま
す
。健

康
保
険
課
長　

３
回
目
ま
で
の
接

種
率
は
、
８
月
現
在
で
、

65
歳
以
上
が
92
・
４
％
、

64
歳
以
下
は
60
・
４
％
で

す
。
４
回
目
の
接
種
率
は

全
体
で
25
・
７
％
、
60
歳

以
上
で
４
回
目
を
受
け
た

割
合
は
76
・
２
％
で
す
。

３
回
目
４
回
目
と
も
に
県

と
国
の
平
均
よ
り
高
い
接

種
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
現
場
で
の
コ

ロ
ナ
対
応
の
指
導

は
ど
の
よ
う
に
指
示
し
て

い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

文
部
科
学

省
が
示
す
学
校
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
「
学
校
の
新

し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ

い
て
対
策
を
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
基
本
的
な

考
え
方
や
対
策
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
と
校
園
長
で

共
有
し
、
校
園
長
か
ら
教

職
員
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と

 

今
後
の
対
応
は

問問

問問

答答

答答

答答

答答答答

答答

電子入札の導入は
情報収集を行い検討する

入札制度の見直しを

問問

問問問問

問問

補
助
事
業
活
用
に
対
す
る

 

職
員
の
指
導
は

建
設
工
事
等
の
入
札
方
法
の
内
容
は
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北
谷
地
・
大
藪
線

が
開
通
し
、
利
便

性
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、

以
前
か
ら
高
渋
バ
イ
パ
ス

へ
の
接
続
付
近
の
事
故
や

危
険
性
に
関
す
る
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
信
号
機

の
設
置
は
難
し
い
で
す
か
。

副
村
長　

平
成
30

年
度
に
渋
川
広
域

消
防
本
部
が
、
警
察
等
に

相
談
を
し
て
い
ま
す
。
信

号
機
設
置
に
は
、
24
時
間

交
通
量
や
信
号
機
の
距

離
、
間
隔
が
重
要
な
基
礎

と
な
り
、
こ
の
交
差
点
は

信
号
機
の
間
隔
が
狭
い
た

め
、
設
置
は
困
難
と
の
回

答
で
し
た
。
し
か
し
、
村

で
も
重
要
な
交
差
点
で
あ

る
た
め
、
機
を
捉
え
て
警

察
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問 

南
　
千
晴 

議
員

複合施設にユニバーサルシートを
予定はないが意見を参考にする

南
みなみ

　千
ち

晴
はる

議 員

村
で
は

ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト

設
置
の
多
目
的
ト
イ
レ
が

役
場
に
１
カ
所
あ
り
ま

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
外

出
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
も
設
置
箇
所
を
増
や

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

防
災
中
枢
機
能
施
設
に
は

設
置
さ
れ
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

実
施
設
計

で
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

意
見
を
参
考
に
し
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
空
き

家
の
除
却
も
補
助

金
の
対
象
で
し
た
が
、
今

年
度
は
リ
フ
ォ
ー
ム
の
み

で
す
。
空
き
家
を
除
却
し

た
土
地
に
新
築
す
る
場
合

も
あ
り
、
除
却
も
含
め
て

移
住
・
定
住
の
促
進
の
た

め
の
補
助
金
に
見
直
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

建
設
課
長　

今

後
、
移
住
・
定
住

に
つ
な
が
る
よ
う
な
制
度

に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

中
学
校
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
に
は
日
よ

け
が
な
く
、
熱
中
症
を
心

配
す
る
保
護
者
の
声
が
あ

り
ま
す
。
い
ま
一
度
、
学

校
等
の
運
動
施
設
の
状
況

を
把
握
し
、
日
よ
け
な
ど

の
熱
中
症
対
策
を
見
直
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

国
等
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
も
日
々

更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
際

に
は
、
そ
れ
に
基
づ
き
対

応
を
見
直
し
、
施
設
環
境

等
も
併
せ
て
見
直
し
て
い

き
ま
す
。

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
の
設
置
を

空
き
家
対
策
の

 

補
助
金
の
見
直
し
を

熱
中
症
対
策
と
し
て

 

施
設
の
見
直
し
を

村内施設にユニバーサルシートの増設を（役場庁舎１階）

問問 新
南
分
署
北
側
に

 

信
号
機
設
置
は
困
難
か

ユニバーサルシートとは…乳幼児等のおむつ交換のために設置するベビーシートとは異なり、大人も横になれる大型のシート
で、車椅子等から乗り移りしやすい高さに設置するもの。主に多目的トイレ内に設置され、障害のある方のおむつ交換等に利
用されるほか、高齢者や子ども連れの方など多くの人が多目的に利用できるシート。

防
災
中
枢
機
能
施

設
に
不
登
校
等
の

児
童
生
徒
の
居
場
所
を
つ

く
る
考
え
は
な
い
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

居
場
所
が

村
内
に
あ
る
こ
と
は
、
大
き

な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
そ

の
施
設
も
候
補
と
し
、
総

合
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

前
橋
市
等
で
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
委
託
し
、

担
任
に
代
わ
っ
て
家
庭
訪

問
を
行
う
な
ど
の
オ
ー
プ

ン
ド
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
村
で
も
検

討
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

前
橋
市
や

吉
岡
町
で
の
取
り
組
み
は

承
知
し
て
い
ま
す
。
意
見

を
参
考
に
情
報
収
集
を
行

い
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

不
登
校
や

 
別
室
登
校
へ
の
支
援
充
実
を

複合施設とは…「コミュニティセンター機能」と「学校給食センター機能」を
併せ持ち、災害時には応急給食及び避難所施設等となる防災中枢機能施設です。



21 No.100

しんとうむら

一
般
質
問 

三
俣
　
実 

議
員

三
みつ

俣
また

　実
みのる

議 員

通学路の点検と安全の確保は
関係機関と連携し対策

小
学
校
低
学
年
で

は
集
団
下
校
を
し

て
い
ま
す
が
、
最
後
は
１

人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
る
小
学
校
で
は
防
災
無

線
を
活
用
し
て
見
守
り
を

し
て
い
ま
す
が
、
活
用
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

低
学
年
の

安
全
の
確
保
の
面
か
ら
も
、

周
囲
の
理
解
と
協
力
が
特

に
必
要
で
す
。
今
後
の
地

域
の
協
力
を
得
る
た
め
意

見
を
参
考
に
し
ま
す
。

登
下
校
時
に
子
ど

も
た
ち
が
困
っ
て

い
る
と
き
は
、
力
に
な
っ

て
く
れ
る
住
民
の
皆
さ
ん

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
各

令
和
４
年
度
予
算

編
成
方
針
の
重
点

事
項
に
、
県
道
南
新
井
前

橋
線
バ
イ
パ
ス
の
完
成
見

通
し
が
示
さ
れ
た
た
め
、

こ
の
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
整
備
を
行
う
と
あ
り
ま

す
。
現
在
の
準
備
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

建
設
課
長　

蛇

ヶ
見
・
井
戸
尻
線

の
概
略
設
計
を
行
っ
て
い

ま
す
。
台
柳
沢
線
に
つ
い

て
も
村
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
に
配
慮
し
、
歩
道

の
整
備
を
含
め
た
計
画
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

団
体
の
協
力
を
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

教
育
長　

子
ど
も

の
安
全
確
保
は
学

校
に
と
っ
て
大
変
重
要
で

す
。
地
域
の
方
々
が
子
ど

も
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。

村
で
は
ど
の
よ
う

な
通
学
路
の
点
検

を
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

通
学
路
の

点
検
は
、
教
育
委
員
会
で

調
査
を
行
い
、
危
険
個
所

に
つ
い
て
警
察
や
県
、
村

な
ど
と
合
同
点
検
を
実
施

し
、
必
要
な
対
策
案
を
検

討
し
て
対
応
を
進
め
て
き

ま
し
た
。危

険
個
所
が
数
多

く
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
教
育
委
員
会
は
ソ

フ
ト
面
を
中
心
に
、
ハ
ー

ド
面
は
道
路
管
理
者
や
警

察
な
ど
に
対
応
を
要
望
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

児
童
・
生

徒
の
安
全
の
確
保
に
向
け

て
、
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、ハ
ー

ド
面
・
ソ
フ
ト
面
の
対
策

を
総
合
的
に
検
討
し
て
最

善
の
対
策
が
取
れ
る
よ
う

留
意
し
て
い
き
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
点
検
と

 

今
後
の
対
応
は

問問問問 答答

答答

答答

答答 答答

小学生の集団登校（台柳沢線）

問問

問問

問問

下
校
時
の
安
全
対
策
は

ア
ク
セ
ス
道
整
備
の
準
備
は

福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
拡
充
や
増

額
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

令
和
３
年
度
合
計

で
約
７
２
８
万
円
分
の
利

用
券
を
交
付
し
、
利
用
率

は
約
73
％
で
、
２
０
０
万

円
以
上
が
未
使
用
で
し

た
。
足
り
な
い
方
や
使
い

切
れ
な
い
方
も
い
ま
す
。

利
用
者
や
民
生
・
児
童
委

員
の
意
見
を
聞
き
、
調
査

研
究
し
ま
す
。

問問答答 福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
充
実
は

蛇ヶ見・井戸尻線とは…柳沢寺入り口交差点から 18 区コミュニティセンター下交差点。

事業の詳細は、群馬県ホー
ムページのよくわかる公共
事業をご覧ください。
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齊
藤
　
将
史 

議
員

いじめに対する考えは
未然防止と早期発見が大切

齊
さい

藤
とう

　将
まさ

史
し

議 員

職
員
に
対
す
る
教

育
・
セ
ミ
ナ
ー
等

の
研
修
実
施
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

副
村
長　

職
員
の

研
修
は
、
階
層
別

研
修
、
能
力
開
発
向
上
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
参
加
実
績
は
、
階

層
別
研
修
と
し
て
新
規
採

用
職
員
研
修
、
新
任
係
長

研
修
、
一
般
職
員
研
修
の

３
つ
の
研
修
に
対
し
て
12

人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
能
力
開
発
向
上
研
修

と
し
て
は
、
法
制
執
務
、

複
式
簿
記
入
門
等
の
研
修

に
、
延
べ
25
人
の
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。こ
の
他
、

村
の
事
前
研
修
で
は
、
法

制
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
研

修
、人
事
評
価
研
修
な
ど
、

延
べ
83
人
の
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

近
年
問
題
に
な
っ

て
い
る
い
じ
め
、

自
殺
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
村
で
多
少
で
も
い
じ

教
職
員
に
よ
る
性

暴
力
防
止
法
が
成

立
し
ま
し
た
が
、
現
在
、

そ
の
様
な
前
歴
の
あ
る
教

職
員
は
い
ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

児
童
生
徒

に
対
し
て
、
わ
い
せ
つ
行

為
を
行
う
こ
と
は
、
断
じ

て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

全
国
的
な
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
教
職
員
の
免
許

状
失
効
・
取
り
上
げ
情
報

が
検
索
で
き
る
ツ
ー
ル
が

あ
り
、
文
部
科
学
省
か
ら

自
治
体
へ
年
４
回
情
報
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

件
に
つ
い
て
も
確
認
済
み

で
す
。

か
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

本
人
は
感
じ
て
い
な
い
、

知
ら
な
い
場
合
も
、
客
観

的
要
素
か
ら
い
じ
め
と
判

断
す
る
こ
と
も
考
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
じ

め
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
行
為
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
定
義
か
ら
考
え
れ

ば
、
い
じ
め
が
全
く
な
い

と
い
う
状
態
は
考
え
に
く

い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

い
じ
め
は
な
い
と
い
う
意

識
は
い
じ
め
を
見
過
ご
す

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。
い
じ
め
の
対
応

と
し
て
大
切
な
の
は
、
未

然
防
止
と
早
期
発
見
に
あ

る
と
考
え
ま
す
。
児
童
生

徒
の
豊
か
な
情
操
と
道
徳

心
を
培
い
、
心
の
通
う
対

人
交
流
の
能
力
を
養
う
、

資
質
、
能
力
、
人
を
思
い

や
る
心
を
育
て
る
こ
と
で

す
。
特
に
道
徳
教
育
や
人

権
教
育
が
重
要
で
す
。
村

内
の
小
中
学
校
長
は
、
い

じ
め
の
理
解
、
い
じ
め
に

対
し
て
絶
対
許
さ
な
い
と

い
う
毅
然
と
し
た
態
度
と

と
も
に
、
そ
の
未
然
防
止

早
期
発
見
に
つ
い
て
組
織

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

め
が
あ
っ
た
ら
困
り
ま

す
。
教
育
長
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

い
じ
め

防
止
対
策
推
進
法

第
２
条
第
１
項
に
お
い
て
、

い
じ
め
に
つ
い
て
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
じ
め
と

は
、
児
童
生
徒
と
他
の
児

童
生
徒
と
の
間
に
限
定
さ

れ
、
学
校
の
内
外
を
問
わ

ず
、
同
じ
学
校
、
学
級
や

部
活
お
よ
び
塾
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
等
、
当
該
児
童

生
徒
が
か
か
わ
っ
て
い
る

仲
間
や
集
団
な
ど
、
当
該

児
童
生
徒
と
何
ら
か
の
人

間
関
係
に
あ
り
、
心
理
的

ま
た
は
物
理
的
な
影
響
を

与
え
る
行
為
で
あ
り
、
当

該
行
為
の
対
象
と
な
っ
た

児
童
生
徒
が
、
心
身
の
苦

痛
を
感
じ
て
い
る
も
の
を

言
い
ま
す
。あ
く
ま
で
も
、

児
童
生
徒
が
、
心
身
の
苦

痛
を
感
じ
て
い
る
か
ど
う

問問問問

問問

答答

答答

答答

役
場
職
員
及
び

 
教
職
員
に
対
す
る
教
育
は

教
員
に
対
す
る
教
育
は

前
歴
の
あ
る
教
職
員
は

いじめは許さない
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中
島
由
美
子 

議
員 中

なか

島
じま

由
ゆ

美
み

子
こ

議 員

子育て何でもセンターの設置を
今のところ設置予定なし

南
新
井
前
橋
線
バ

イ
パ
ス
の
一
部
が

開
通
し
、
い
よ
い
よ
吉
岡

の
沿
線
に
大
規
模
店
が
開

う
に
聞
き
取
り
し
た
も
の

で
す
か
。教

育
委
員
会
事
務

局
長　

老
朽
化
へ

の
対
応
だ
け
で
な
く
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
対
応
、ま
た
、

災
害
時
の
応
急
給
食
の
提

供
も
可
能
と
す
る
計
画
で

す
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
期
待

す
る
こ
と
等
は
、
学
校
現

場
を
中
心
に
情
報
を
収
集

で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。

店
し
ま
す
。
村
内
に
大
規

模
店
を
誘
致
で
き
な
く
て

も
、
そ
こ
を
訪
れ
る
前
に

村
に
立
ち
寄
り
、
自
然
を

楽
し
み
、
観
光
が
で
き
る

場
所
の
提
供
に
つ
い
て
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

今
あ
る
施
設
、
観

光
資
源
等
々
を
磨
き
上

げ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど

し
て
、
村
内
事
業
者
と
共

に
新
た
な
魅
力
を
発
信
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

第
２
期
榛
東
村
総

合
戦
略
に
民
間
と

協
働
し
、
誰
も
が
活
躍
で

き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る

と
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と

公
園
、
創
造
の
森
の
管
理

は
、
指
定
管
理
の
形
態
に

す
れ
ば
、
現
状
維
持
の
予

算
で
も
民
間
の
力
を
借
り

て
、
世
代
を
超
え
て
村
民

の
皆
さ
ま
が
楽
し
め
、
使

い
や
す
い
も
の
に
な
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

民
間
と
の
協
働

は
、
施
設
の
更
新
等
も
あ

り
、
そ
の
中
で
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
公
園
の

面
積
や
立
地
か
ら

す
る
と
、
民
間
と
協
働
し

成
功
し
た
前
橋
市
の
児
童

遊
園
地
る
な
ぱ
あ
く
の
よ

う
な
進
化
も
可
能
と
な
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

開
園
三
十
有
余
年

た
っ
て
お
り
、
今
後
改
修

等
も
検
討
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
議
員
の
発

言
内
容
も
含
め
て
議
論
で

き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

高
崎
市
の
子
育
て

な
ん
で
も
セ
ン

タ
ー
を
村
内
に
設
置
し
、

子
育
て
環
境
の
一
元
化
が

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

今
の
と
こ
ろ
設
置

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
子
育
て
の
相
談
内
容

で
、
教
育
委
員
会
や
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
を
案
内
す

る
な
ど
、
窓
口
的
に
は
一

元
化
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
同
様
の
対
応
を

し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
20
％
が
屋
根

付
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
で
屋
根
付
き
に
整
備

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
各
自
治
会
で
管
理
、

設
置
し
て
お
り
、
設
置
の

補
助
金
は
村
の
環
境
美
化

推
進
協
議
会
か
ら
と
な
っ

て
い
ま
す
。

体
育
施
設
の
利
用

予
約
や
料
金
支
払

い
の
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

を
、
コ
ロ
ナ
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
で
確
立
で
き
ま

せ
ん
か
。教

育
委
員
会
事
務

局
長　

ネ
ッ
ト
環

境
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
使
い

方
等
に
つ
い
て
一
定
の
知

識
や
能
力
も
必
要
と
思
い

ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
導
入

等
が
利
便
性
の
向
上
に
つ

な
が
る
か
十
分
精
査
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
防
災
拠
点
を

建
設
中
、小
中
学
校
生
徒
、

保
護
者
、
給
食
調
理
員
、

農
業
生
産
者
へ
ど
の
よ
う

な
計
画
を
示
し
て
い
ま
す

か
。
対
象
者
か
ら
ど
の
よ

コ
ロ
ナ
禍
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

 

村
づ
く
り
に

問問問問

問問

答答

答答

答答

答答

答答答答

答答

屋根付き鍵付きのゴミステーション

問問

問問

問問 問問

榛
東
村
を
進
化
さ
せ
る

 

取
り
組
み
が
早
急
に
必
要
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一
般
質
問 

須
田  

仁
美 

議
員

災害時要配慮者への個別対応は
避難訓練や定期的な見直しを実施

須
す

田
だ

仁
ひと

美
み

議 員

保
護
者
や
児
童
生

徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
状
況
は
ど
う
で

す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
学
校
と
家
庭
が
理

念
を
共
有
し
て
連
携
し
、

児
童
生
徒
の
豊
か
な
成
長

を
支
え
る
た
め
の
情
報
を

得
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
一
部
で
試
験
的
に
利

用
し
利
便
性
や
効
果
、
回

収
率
等
を
確
認
し
ま
し

た
。
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
を
分
析
し
、達
成
状
況
、

改
善
点
等
、
保
護
者
に
公

表
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
の
利
用

料
を
保
育
園
等
に

準
じ
て
、
非
課
税
世
帯
や

二
人
目
等
で
減
免
を
す
る

予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

村
の
学
童
保
育
料

は
周
辺
自
治
体
よ
り
低
め

で
す
。
改
正
は
、
慎
重
に

保
護
者
や
管
理
運
営
事
業

鳥
獣
害
対
応
と
住

宅
地
侵
入
防
止
の

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
農
作
物
へ

の
鳥
獣
害
の
対
策
は
ど
う

で
す
か
。産

業
振
興
課
長　

目
撃
情
報
に
即
し

て
、
防
災
無
線
や
安
心
・

安
全
メ
ー
ル
等
で
住
民
に

注
意
喚
起
し
、
周
辺
に
罠

を
設
置
す
る
等
で
駆
除
し

て
い
ま
す
。
農
作
物
被
害

の
あ
る
外
来
小
動
物
や
ぶ

ど
う
園
等
へ
の
鳥
獣
害
に

も
猟
友
会
へ
依
頼
し
て
駆

除
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
野
生
動
物

が
出
た
時
に
登
下

校
時
等
の
学
校
の
対
応
は

ど
う
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務

局
長　

周
囲
に
助

け
を
求
め
る
、
集
団
で
下

校
す
る
等
の
指
導
、
保
護

者
へ
の
緊
急
メ
ー
ル
な
ど

で
の
周
知
と
協
力
の
お
願

い
、
教
員
等
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
ま
す
。
安
全

確
保
の
た
め
、
必
要
な
ら

ば
引
渡
し
も
選
択
肢
の
一

つ
と
考
え
ま
す
。

計
画
に
即
し
た
訓

練
は
実
施
し
て
い

ま
す
か
。副

村
長　

村
全
体

の
防
災
訓
練
は
コ

ロ
ナ
禍
で
３
年
程
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
。
自
治
会
独

自
で
実
施
し
て
い
る
地
域

も
あ
る
よ
う
で
す
。

各
指
定
避
難
所
の

備
蓄
ス
ペ
ー
ス
整

備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

副
村
長　

大
き
な

ア
リ
ー
ナ
や
役
場

な
ど
に
は
倉
庫
等
設
置
で

き
ま
す
の
で
、
総
合
的
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

要
配
慮
者
へ
の
個

別
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

副
村
長　

昨
年

度
、
内
閣
府
で
実

施
し
た
『
個
別
避
難
計
画

作
成
モ
デ
ル
事
業
』
に
採

択
さ
れ
、
榛
東
村
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
、
支
え
合

い
マ
ッ
プ
づ
く
り
と
連
動

し
た
個
別
避
難
計
画
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
計
画
に
す

る
た
め
、
避
難
訓
練
や
定

期
的
な
見
直
し
を
実
施
し

ま
す
。

者
の
意
見
を
聞
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
在
は
条
例

改
正
や
減
免
措
置
を
実
施

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問問問問

問問

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答 答答答答

答答

小
中
学
校
で
の

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
状
況
は

学
童
保
育
料
減
免
の
条
例
改
正
は

鳥
獣
害
の
被
害
へ
の
対
応
と
対
策
は

榛
東
村
地
域
防
災
計
画
に
即
し
た

 

防
災
訓
練
は

「住民支え合いマップづくり」で個別避難計画を作成
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職
員
の
非
違
行
為
の
懲
戒
処
分
の
基
準
を
見
ま

す
と
、
公
印
の
詐
欺
使
用
に
当
た
り
ま
す
か
。

総
務
課
長　

職
員
の
処
分
は
、
国
家
公
務
員
の

処
分
基
準
の
項
目
に
照
ら
し
て
、
処
分
の
判
断

を
し
ま
し
た
。

服
務
規
程
な
ど
に
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
事

務
を
つ
か
さ
ど
る
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村

長
が
責
任
を
取
れ
ば
よ
い
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
行
政
処
分
審
査
委
員
会
に
諮
問
し
た
の
で
す
か
。

総
務
課
長　

行
政
処
分
審
査
委
員
会
に
は
、
職

員
の
処
分
に
関
し
村
長
か
ら
諮
問
し
ま
し
た
。

村
長
の
減
給
は
、
村
長
御
自
身
が
判
断
し
た
も
の
で
す
。

答 第
５
回
臨
時
会
が
７
月
29
日
に
開
会
し
、
議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

令和４年 第５回臨時会 ７月29日

条例
制定

榛
東
村
長
の
給
料
の
減
額

７
万
２
５
０
０
円

　

職
員
２
名
に
よ
る
職
務
上
の

非
違
行
為
に
よ
り
、
村

行
政
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
て
し
ま
っ
た
責
任
を
重
大
に
受

け
止
め
、
村
長
の
給
料
の
月
額
10
分
の
１
を
、
１
カ
月
減

額
と
す
る
条
例
制
定
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
８

月
分
） 

《
全
員
賛
成
》

問問 答 懲
戒
処
分
の
基
準
は

工事請負
請負

防
災
中
枢
機
能
施
設
の

造
成
工
事
が
決
ま
る

　

令
和
３
年
度
（
繰
越
）
榛
東
村
防
災
中
枢
機
能
施
設
整
備
事
業
敷
地
造
成

工
事
請
負
契
約
が
締
結
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

業
者
の
指
名
と

 

工
期
は
適
正
か

こ
の
指
名
は
入
札
で

決
定
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で

選
定
し
ま
し
た
か
。

副
村
長　

群
馬
県
の

　

Ａ
ク
ラ
ス
と
村
の

業
者
の
中
で
は
企
業
育
成
の
た

め
県
の
Ｂ
ク
ラ
ス
以
上
を
基
準

と
し
て
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

工
期
内
で
予
定
ど
お

り
完
成
で
き
る
見
通

し
で
す
か
。副

村
長　

現
場
管
理

は
群
馬
県
の
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て
実

施
す
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
工

期
内
で
十
分
完
成
で
き
る
見
込

み
で
す
。

問問 答答

工事の名称 令和３年度（繰越）
榛東村防災中枢機能施設整備事業敷地造成工事

工 期 令和４年７月 29 日～令和５年３月 15 日まで

契 約 金 額 １億 6049 万円
（うち取引に係る消費税および地方消費税の額 1459 万円）

契 約 の
相 手 方

北群馬郡榛東村大字新井 1488 番地 6
岩崎建設株式会社　代表取締役　岩崎良治

工 事 概 要 敷地造成工事　約 1 万８千㎡
撤去工、造成工、擁壁工、柵工、取水工・用水迂回工

Ａ
ク
ラ
ス
と
は
…
群
馬
県

が
、
工
事
種
類
別
の
施
工

能
力
を
判
定
し
、
級
別
の

格
付
け
を
行
う
も
の
。
こ

こ
の
ラ
ン
ク
は
、
土
木
一

式
工
事
業
者
の
等
級
。

非
違
行
為
と
は
…
法
に
反

す
る
こ
と
。
今
回
の
非
違

行
為
は
、
工
事
費
の
支
払

い
期
限
を
過
ぎ
て
も
遅
延

し
た
こ
と
と
、
補
助
対
象

事
業
の
事
務
処
理
に
お
い

て
、
偽
装
の
村
長
印
を
用

い
た
行
為
。
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よく見て よく聞き 委員会活動レポ－ト委員会活動レポ－トよく考える

会議録の配布方法の検討

　

第
５
回
臨
時
会
、
第
３
回
定
例
会

の
運
営
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
へ
の
会
議
録

の
配
布
に
つ
い
て
、
現
在
の
印
刷
さ

れ
た
紙
媒
体
の
会
議
録
だ
け
で
な

く
、
デ
ー
タ
等
で
も
可
能
と
な
る
よ

う
に
他
市
町
村
の
議
会
等
の
状
況
を

調
査
し
ま
し
た
。
定
例
会
閉
会
後
に

は
、
定
例
会
の
検
証
を
行
い
、
問
題

点
や
改
善
点
に
つ
い
て
議
論
を
し
ま

し
た
。

議会運営
 委員会

第100号の記念編集

　
「
し
ん
と
う
む
ら
議
会
だ
よ
り
第

１
０
０
号
」
の
記
念
と
な
る
編
集
を
迎
え

ま
し
た
。
レ
イ
ア
ウ
ト
会
議
１
回
、
モ
ニ

タ
ー
会
議
１
回
、
編
集
作
業
を
４
日
間
、

そ
の
他
10
月
13
日
ま
で
の
間
、
各
委
員
が

自
宅
編
集
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
長
に
生
方
議
員
を
選
任

委
員
に
清
水
副
議
長
が
復
帰

　

７
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
、
議
会
広
報

常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
空
席
と
な
っ
た

委
員
長
に
生
方
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
清
水
副
議
長
に
委
員
と
し
て

再
び
ご
苦
労
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議会広報
 常任委員会

7/27 8/25 9/2 9/16

閉会中に調査します
●議会の運営に関すること

●オンラインでの委員会開催に関すること

●家庭との両立に関する環境整備に関すること

●議員の政治倫理に関すること

●榛東村議会の個人情報保護及び情報

　公開制度の調査研究に関すること

閉会中に調査します

●議会だよりの編集について

●議会のホームページの掲載事項に

　関すること

7/29 9/14 9/20 9/28 10/3 10/6 10/11 10/13
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しんとうむら

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
が
第
１
０
０
号
と
な
り
、
そ
の
特
別
企

画
の
内
容
に
つ
い
て
、
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
き
ま

し
た
。
そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
の
編
集
の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

モニター会議を開催

議会モニターの意見により村民の声を掲載する
　　➡Ｐ28

採用

モニターの意見

歴代議長に当時を振り返ってもらいインタビューする
　　➡Ｐ４、５

採用

第100号特別企画について

ＱＲコードをもっと増やして若い人が気軽に見られるようにする 採用

議会だよりについて

第1回

表紙がしんとう広報と被らない方がよい
検討

一般質問を分野別に掲載した方が読みやすいのでは
検討
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今号の
表紙

　
故
小
野
関
治
義
委
員
長
の

下
、
広
報
作
り
を
学
べ
た
こ
と

を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
長
い
間

広
報
委
員
会
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
最
後
の
最
後
ま
で
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
０
０
回
目
を
記
念
す
る
号
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
さ

ん
に
分
か
り
や
す
い
記
事
を
心

が
け
ま
す
。 

（
須
田
　
仁
美
）

編

集

後

記

発
行
責
任
者

議　

長　

小
山　

久
利

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

生
方　

勇
二

副
委
員
長　

波
多
野
佐
和
子

委　

員　

南　
　

千
晴

委　

員　

清
水　

健
一

委　

員　

善
養
寺　

孝

委　

員　

須
田　

仁
美
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しんとうむら議会だより

榛東村議会　ホームページについて榛東村議会　ホームページについて
　議会の会期日程や結果について、決定次第議会のホームページに掲載しています。
また、議会のしくみや議会用語などについても説明していますので、ぜひご覧ください。

榛東村議会
クリック

　
秋
晴
れ
の
下
、
南
小
学

校
の
運
動
会
で
は
、
団
別

競
技
で
大
盛
り
上
が
り
。

団
長
が
気
合
を
入
れ
、
男

女
別
に
２
本
同
時
に
綱
引

き
が
ス
タ
ー
ト
。
保
護
者

が
見
守
る
中
、
子
ど
も
た

ち
は
元
気
に
「
ソ
ー
レ
、

ソ
ー
レ
」
と
楽
し
そ
う
に

踏
ん
張
っ
て
い
ま
し
た
。

ソ
ー
レ

　
ソ
ー
レ
!!

聞いてくんない！村民の声
議会だより第100号の発行を記念し、村民の皆さんが村に期待することや思い
などを伺いました。

第100号　記念特集

子供が成長して、進学や就職
を迎えた際に不便を感じずに
いられる村、自分の家族を
持った時に榛東村で暮らした
いと思えるようにこれからも
議論してほしいです。

私は福祉関係の仕事に
従事しています。図書
館等の社会教育施設や
地域巡回バス等を充実
させて、子供からお年
寄りまでもが生活しや
すい村づくりを進めて
欲しいです。

家族で楽しい休日を過ごすた
め、村営キャンプ場をよく利用
しています。さらに楽しく過ご
せるよう利用しやすい運営を要
望します。また、観光資源とし
て活用できれば村が活気づくか
もしれません。

夫婦が育った場所で子育て
をしたいと榛東に家を建て
ました。子育てもしやすく、
道路網もよくなり、とても生
活しやすいです。息子が医
療的ケアを必要とする生活
のため、福祉関係でお世話
になっていますが、近隣市
町村と比べて、サービスが
少ない部分も多く、検討し
ていただけると嬉しいです。

自然が豊かで気候や風土が良い。
水害も無い。榛東村は立地条件
に恵まれていると思います。こ
れからも魅力ある地域にするた
めに引き続き、防災、教育、健康、
医療など分野において住民が安
心して暮らせる村づくりを進め
て欲しいです。

小林　稔さん

細田　大漢さん

齋藤　幸弘さん

小林　薫衣さん

浅見　美奈さん

１．保育園の使用済みのオムツの持ち帰
りを廃止してもらえると助かります。

２．本が好きなので、図書館を作っ
てほしいです。
３．雨の日でも子供と遊べる、室内
アスレチック場のような場所があ

ると嬉しいです。

榛東村は車があればとても暮らしやすい村です
が、そうでない方々のために、移動式のスーパー
の巡回や県道（旧役場前）沿いに商店を誘致し
ていただくなど、子どもからお年寄りまで安心
して暮らせる村づくりを切に願います。また、
高校生までの医療費無料化は助かっています。

高橋　翔さん

岸　亜衣さん

ちっとんべぇ


